
上越市清里区 地域おこし協力隊

髙木 桂

令和４年度地域おこし協力隊活動報告
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地域おこし協力隊 活動の概要
• 活動地域 ：清里区櫛池地区

• 活動期間 ：令和３年４月１日～令和６年３月３１日 ※令和4年度＝2/3年目

• 活動内容（ミッション）

■指定棚田地域振興活動計画に基づく活動

①農村プロデューサーとして活動

┗ビレッジプラン2030（2年目）の推進（集落活性化に向けた人材の確保・ 育成）

②農業担い手不足解決に向けた新たな取組み

┗特定地域づくり事業協同組合「星の清里協同組合」運営支援

③地域行事への参加、新規イベントの企画、特産品の開発協力

┗地域振興活動拠点の運営、イベント企画・実施、地域行事への参加

┗地域米販売用米袋の刷新・6次産業への協力・アイディア出し、各種グループの集会開催等

④インターネットやSNSを活用したローカル情報の発信

⑤都市交流の継続と刷新

┗現在取り組んでいる田植え、稲刈りツアーやかわさき市民祭りへの参加など都市交流事業
の継続・刷新
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活動①-1 農村プロデューサーとして活動
新潟県事業「ビレッジプラン2030」の推進 地区内ワークショップの運営支援

□令和5年4月27日
清里中学校にて
成果発表会 開催決定！
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活動①-2 農村プロデューサーとして活動
地域内イベント企画・実施

☑ビレッジプラン2030の活
動から生まれた企画「秋の
味覚を楽しむ会inきよさと」
企画立案・実施
農業現場見学⇒調理実習
66人が参加
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活動② 農業担い手不足解決に向けた新たな取組み
【星の清里協同組合】特定地域づくり事業協同組合設立 運営支援

☑月１運営会議開催

☑派遣労働の様子

■視察など
・6/10：杉田市議視察受入
・7/13：出雲崎町役場職員視察受入
・11/11：総務省・特定地域づくり事業協同組合事例発表会
・12/7：静岡県庁視察受入
・1/12：新潟県市町村課よりインタービュー
・1/30：大分県庁視察受入
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活動③-1 地域行事への参加、新規イベントの企画

☑上越市地域活動支援事業
による採択を受け

・1年目
66日営業
約5,500人来場
・2年目
65日営業
約6,500人来場

☑2年目は新たなイベントにチャレンジしました ☑流しそうめん、また今年もやりたいです

☑YouTubeデビューも！

地域振興活動拠点の運営【ビュー京ヶ岳】週末カフェ運営
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☑清里小学校6年生の総合的な学習の時間で、清里朝市復活プロジェクトを支援

☑清里小学校6年生と記念写真(^^) ☑清里中学校で「生き方講演会」

活動③-2 地域行事への参加、新規イベントの企画
清里小中学校との連携

☑授業も実施
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１年間を振り返って
■その他活動

• 商工会議所主催「じょうえつ創業塾2022」修了

• 総務省主催「地域おこし協力隊ビジネスサポート事業」採択

• 直江津南小学校「互の市」参加

• 上越教育大学附属中学校2年生授業参加

• かわさき市民祭り参加

• 清里小中学校学校運営委員

• 農林水産省「つなぐ棚田遺産」関連事業

• フルサット「地域おこし協力隊リアルトークセミナー」にて発表

• FMみょうこう「夢の途中」出演

• 新潟県市町村課「Niigata市町村情報」インタビュー記事掲載

• 定住に向けた準備

1年目にできたネットワークをさらに活かした活動ができた。
地域内外で、より「やりたいこと」に繋がる活動となった。
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地域おこし協力隊2/3を終えて思うこと

■退任後を見据えて

地域おこし協力隊の活動任期は3年です。1年目から、退任後はどう生活をしていくかを意識・模索をしながら活動をしてきました。

その上で、今年度大きな転機となったできごとは２つ。

総務省「地域おこし協力隊ビジネスサポート事業」に採択されました。

地域に入って活動する中モヤモヤと湧いてきた「やりたいこと」を、数名の専門家が、計3回オンラインで（強めに）アドバイスして
くださる事業です。

ここで「モヤモヤ」をブラッシュアップしてもらえる時間を過ごすことができ、7月に考えていたことが、現時点でかなりクリアにな
りました。

さらにもう１つが上越市スタートアップ拠点フルサットとの出会いです。新潟県主催起業研修、じょうえつ創業塾でそれぞれ、フル
サットで相談をしてみるとよいとアドバイスをもらいました。

地域をよく知るスタートアップ拠点と、「ヨソモノ・地域おこし協力隊」は相性がよいのではと考えます。

元気な地域
元気な過疎
地域活性
地域おこし
地域づくり
人口流出の歯止め
交流人口・関係人口
移住促進

子育てしやすい地域
子どもの居場所がある
だから親も居場所がある
大人のコミュニティができる
リタイア世代の活躍もある
子どもが戻ってくる
事業が生まれる
雇用が生まれる
孫も近くにいると元気

農育連携で

心に誇りとコンパスを
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令和5年度の活動内容

•活動の予定

【農村RMOモデル形成支援事業】推進

【ビレッジプラン2030（3年目）】計画実施推進

【星の清里協同組合】運営支援

退任後の活動に向けた準備

目標

退任後、地域や他協力隊員が活動を続ける上で役
立つことをより多く残します
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